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開　催　の　趣　旨

国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域

の人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、

健康増進と体力向上を目指し、併せて５県の親睦と交流を

深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与

することを目的とする。

日本体育協会スポーツ憲章

スポーツ精神とは、自らスポーツを行うことに意義と価値を

認め、常に品位と名誉を重んじ、スポーツの競技規則、スポーツ

マンシップやフェアプレーなどのスポーツ規範に基づき、生涯を

通じて自己の能力・適性等に応じて、主体的かつ継続的に

スポーツの楽しさや喜びを味わうことである。

（公益財団法人日本体育協会スポーツ憲章より抜粋）
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あ　い　さ　つ

第38回北信越国民体育大会が北信越各県から選手・監督並びに役員の皆様をお迎

えし、福井県において盛大に開催されますことは、この上ない喜びであり、県民を代

表して心から歓迎申し上げます。

本大会は、各県の厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が、郷土の代表としての誇りを胸に、

今年開催の「
え がお

愛顔つなぐ えひめ国体」への出場権獲得をめざし、熱い戦いを繰り

広げる北信越最大のスポーツの祭典です。

選手の皆様には、日ごろ鍛えた技と力を十分に発揮され、郷土の期待に応えると

ともに、地域の人たちとの友情の輪を大きく広げていただき、思い出に残るすばらし

い大会となりますよう祈願しております。　　　　　　　　　　　　　　

本県では、来年開催される第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体・障スポ」

に向けて、県・市町の競技会場の整備を進めており、メイン会場となる福井運動公

園では、県営体育館や県営テニス場が完成し、本年4月に供用を開始しました。さらに、

県民総参加で、全国から多数の選手、役員の皆様を温かくお迎えし、心のこもった

おもてなしをする準備を進めるとともに、全国初の試みとして、国体会期中に障スポ

競技を開催するなど、国民体育大会と障害者スポーツ大会の「融合」を広くアピール

していきたいと考えています。北信越各県の皆様におかれましてもご支援・ご協力を

お願いします。

また、県外からお越しの皆様には、ぜひこの機会に、豊かな自然の中で育まれた

福井県の食をご堪能いただくとともに、永平寺や一乗谷朝倉氏遺跡など本県の歴史

や文化の魅力に触れていただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました会場地の市町をはじめ、関係者

の皆様に深く感謝申し上げますとともに、選手の皆様のご健闘と大会の成功を祈念申

し上げ、歓迎のことばといたします。

第38回北信越国民体育大会 会長
公益財団法人福井県体育協会 会長

福井県知事　西　川　一　誠
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お 祝 い の 言 葉

第38回北信越国民体育大会が、北信越5県の代表の選手や関係の皆様をお迎えし、

盛大に開催されますことを、地元 福井県議会を代表し、心からお祝い申し上げます。

皆様には、日ごろから、スポーツの振興に多大なご尽力を賜り、厚くお礼申し上げ

ますとともに、スポーツを通して明るい社会づくりに貢献されていることに対し、深く

敬意を表する次第であります。

本大会は、第72回国民体育大会（愛媛国体）への出場権をかけて行われ、北信

越地区では最も権威のある大会であります。選手の皆様には、日ごろ鍛えられた力と

技を十分に発揮され、輝かしい成果を収められることを期待しております。

福井県は、豊かな自然や歴史、多彩な伝統工芸や美しい和食文化に恵まれ、また、

子どもたちの学力・体力や県民の幸福度も全国トップクラスの評価を受けております。

県外からお越しの皆様には、ぜひこの機会に、福井の魅力を満喫していただければ

幸いに存じます。

来年の第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」は本県での開催となります。

必要な施設や環境の整備も順調に進んでおり、県外からのお客様をお迎えする準備

も、県民一丸となって盛り上げてまいります。来年、皆様方とここ福井で再びお会い

できることを念願しております。

結びに、本大会の開催にご尽力いただいた役員の皆様をはじめ、関係各位に深く

感謝を申し上げますとともに、本大会のご成功と、大会にご参加の皆様方のご健勝、

ご活躍を心よりご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

福井県議会議長　松　田　泰　典
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あ　い　さ　つ

第73回「福井しあわせ元気国体2018」の開催地となるここ敦賀市運動公園弓道場において、

北信越地区から選抜された精鋭が一同に集結した北信越国民体育大会弓道競技が開催

できますことは、誠に意義深いものがあります。

近年、北信越各県の選手が全国規模の大きな大会において、すばらしい成績を残して

いるように、北信越各県の選手のレベルが年々向上しております。

特に、国民体育大会弓道競技では、北信越地区の代表として出場した少年や成年の各チーム

が優勝や準優勝といった上位に入賞し、輝かしい成績を残しています。

今年は、「えひめ国体」が早期開催となったこともあり、本大会が例年と比べますと1ヶ月

ほど早く開催されることになりましたが、各県の強化担当や選手の皆さん方にとっては、

大変、苦労されたものと推察しておりますが、今大会では北信越各県の代表として、日頃

から鍛えてきた技、鍛えぬいた精神力により、素晴らしい戦いぶりを展開していただき、今年

の「愛顔つなぐ えひめ国体」、来年の「福井しあわせ元気国体2018」でも北信越地区の代表

として、全種別で活躍されることを心から願っております。

選手の皆さんも国民体育大会のパスポートを獲得する為、厳しい競技に最後の最後たる

離れに至るまで、弓と立ち向かい、「弓道の力と技の美しさ、弓道の素晴らしさ」を見せて

いただき、多くの方々に感動を与えていただきたいと思います。

ところで、6月には全国各地から85チームの参加を得た国民体育大会弓道競技のプレ

大会となる勤労者弓道選手権大会も、無事に終えることができました。これもひとえに、

北信越地区の皆様方のご協力の賜物でございます。

競技運営等の面では若干の課題も残りましたが、来年の国民体育大会の弓道競技を円滑に

進めるため、皆様の貴重なご意見などをいただきながら会場の設営や運営など、諸準備を

進めて参りたいと思っております。

最後に、選手、監督の皆様には、日夜鍛錬されてきました「身心弓」の力と技を十二分に

発揮され、大きな「夢」に向かって邁進されますよう、心からのご健闘をお祈り申し上げます。

福井県弓道連盟

会長　前　田　三　男
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歓 迎 の こと ば

北信越地区5県から多くの皆様方をお迎えし、ここ敦賀の地におきまして第38回

北信越国民体育大会の3競技が、盛大に開催されますことは、誠に喜ばしく心より歓迎

いたします。

敦賀市は、風光明媚な自然に恵まれており、「日本三大松原」といわれる気比の

松原や北陸の総鎮守である気比神宮がございます。また、古くから大陸への玄関口と

して栄えた港町であり、杉原千畝の「命のビザ」によって迫害を逃れたユダヤ人たちが

降り立った日本唯一の「人道の港」でもあります。

本大会は国民体育大会の出場権をかけた大会であるとともに、北信越地区のスポーツ

振興と競技力向上を目指した大会でもあります。参加される皆様方におかれましては、

日頃の厳しい練習の成果を存分に発揮され、素晴らしい試合になりますことを心から

願っております。

さて、福井県では、1年後に「福井しあわせ元気国体・元気大会」が開催されます。

今回よりさらに力をつけた皆様の活躍する姿が見られることを楽しみにしております。

終わりに、本大会の開催にあたり、御支援と御協力を賜りました関係各位の皆様

方に心からの敬意を表しますとともに、本大会の成功と選手の皆様の御活躍を祈念

いたしまして、歓迎のことばといたします。

敦賀市長　渕　上　隆　信
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名 誉 会 長 渕上　隆信

前田　三男会　　　　長

小林　憲二　　水橋美喜夫　　岡本　　仁　　外薗　公毅副　会　長

曽我　孫志　　寺尾　周市　　吉見　　保　　吉村　博嗣顧　　　　問

中野　　博　　山本　準一　　細川　孝夫　　有馬　茂人

上野　　弘　　中村　紀明

参　　　　与 高島　義浩

勝木　正行委　員　長

渡邉　惠兒　　木下　外治　　小坂　郁雄　　湯澤　秀雄副 委 員 長

辻　　朝朗　　山口　治一　　米澤　栄一　　酒井　良和委　　　　員

山本あけみ　　河端　　慎　　岡本　　舞　　長谷川裕美

競 技 会 役 員
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78名

遠 的 競 技 役 員 7月22日（土）

競技委員長

審判委員長

射場審判委員

的前審判委員

吉見　　保　　米澤　栄一　　細川　孝夫　　辻　　朝朗

弓具審判委員

総務委員長

総務副委員長

総 務 委 員

北山　雅一　　岡田　慎治　　高橋　雅幸　　岩井奈緒美

本部記録主任

本部記録委員

記録システム委員

掲示・報道委員

競技会場委員

救 護 委 員

運行委員長

射 場 係 長

進 行 主 任

進 行 委 員

森　　祐貴　　河嶋　径子

計 時 委 員

記 録 主 任

記 録 委 員

的 前 主 任

第１射場的前

岡野　洋一　　上田　　実　　谷口　　昇

第２射場的前

山本　　保　　天谷　信幸　　佐々木正人

招 集 主 任

招 集 委 員

加賀　朱美

放 送 委 員

吉村　博嗣

前田　三男

小林　憲二　　水橋美喜夫　　岡本　　仁　　外薗　公毅

渡邉　惠兒　　木下　外治　　小坂　郁雄　　湯澤　秀雄

中野　　博　　山本　準一

勝木　正行

木村　秀之　　西村　惠子

中野久美枝　　上山　憲子　　高橋　敬子　　吉岡　真樹

鳥山　眞宏

丹羽　玲子　　寺角　和子　　藤岡ひろこ　　南部　弘美

熊谷　正輝　　竹内　政文

山本　正幸　　辻橋　　肇

和泉　　明　　佐竹　　稔　　山本　孝夫

道願　清美

山口　治一

酒井　良和

山本あけみ

東　　あき　　現方　慶昌　　東山　裕紀　　隨原　紀浩

能村美樹雄　　村中　順子

木村実千代

中出由佳利　　船井　京子　　竹中　律子　　伊藤りつ子

石本　聡幸

今立　宏之　　小畑　泰夫　　西澤　宏一　　山本　和秀

藤原　綱蔵　　森下　正治　　冨永　博史　　波涛　義信

田端　幸世

筒井　清美　　藤本　睦代　　橋本　久美　　森下　重美

五十川真季子　　小西　幸子
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83名

近 的 競 技 役 員 7月23日（日）

競技委員長

審判委員長

射場審判委員

吉見　　保　　山口　治一

的前審判委員

米澤　栄一　　山本あけみ　　酒井　良和

弓具審判委員

総務委員長

総務副委員長

総 務 委 員

北山　雅一　　高橋　雅幸　　岩井奈緒美

本部記録主任

本部記録委員

記録システム委員

掲示・報道委員

競技会場委員

救 護 委 員

運行委員長

射 場 係 長

進 行 主 任

進 行 委 員

東　　あき　　岡田　慎治

計 時 委 員

記 録 主 任

記 録 委 員

的 前 主 任

第１射場的前

朝日　竜平　　梨木　　猛

第２射場的前

黒田　耀平　　本城　　隆

第３射場的前

北野　賢作　　別司　啓次

招 集 主 任

招 集 委 員

山田　正彦

放 送 委 員

吉村　博嗣

前田　三男

小林　憲二　　水橋美喜夫　　岡本　　仁　　外薗　公毅

渡邉　惠兒　　木下　外治　　小坂　郁雄　　湯澤　秀雄

中野　　博　　山本　準一

勝木　正行

木村　秀之　　西村　惠子

中野久美枝　　上山　憲子　　高橋　敬子　　吉岡　真樹

鳥山　眞宏

丹羽　玲子　　寺角　和子　　藤岡ひろこ　　南部　弘美

熊谷　正輝　　竹内　政文

山本　正幸　　辻橋　　肇

和泉　　明　　佐竹　　稔　　山本　孝夫

道願　清美

細川　孝夫

辻　　朝朗

河嶋　径子

浅妻　良太　　藤田　雄輝　　平田　浄之　　光川よし子

平山　由佳　　吉川寿江子

赤星　豊子

古市　圭子　　笠松　絹枝　　笹川　明美　　井上　智子

増田　弘幸

吉田　　実　　五十嵐恒徳　　土谷　悦男　　古田　信一

達川　寛之　　松本　了二　　澤田　隆郎　　斉藤　幸雄

藤原　綱蔵　　今立　宏之　　宮本　恒夫　　黒沢　信和

黒川ちのゑ

今立　由美　　和田　壽子　　橋本智津恵　　田原　憲博

石塚　律子　　町原　幸子
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日時： 日時：

：所場：所場

．１．１

．２．２

．３．３

．４．４

．５．５

．６．６

．７．７

．８．８ 役 員 ・ 選 手 団 解 散

－矢　　渡－

祝 辞

競 技 上 の 注 意

役 員 ・ 選 手 団 解 散

競 技 会 会 長 挨 拶

拝 礼

競 技 会 終 了 宣 言

競 技 会 開 始 宣 言

拝 礼

競 技 会 会 長 挨 拶

役 員 ・ 選 手 団 整 列

成 績 発 表

表 彰

全 体 講 評

【 表 彰 式 】

敦賀市総合運動公園弓道場

平成２９年７月２３日（日）

【 開 始 式 】

平成２９年７月２２日（土）

９時３０分～

敦賀市総合運動公園弓道場

役 員 ・ 選 手 団 整 列

競技終了後

次 第 次 第

歓 迎 の こ と ば

式　典　次　第

午後３時４５分

場　　　所

敦賀市総合運動公園
弓道場

電話番号会　議　名 期　　日 時　　刻

監督会議 ７月２１日（金)
0770(23)-

6638

諸 会 議 日 程
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競　技　日　程

種　別　立　順
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競 技 記 録 表
（少年男子）
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競 技 記 録 表
（少年女子）
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競 技 記 録 表
（成年女子）
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競 技 記 録 表
（成年男子）
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競技成績・得点表
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監督・選手名簿
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弓道競技の見方

　弓道競技は、一定の射距離から定められた的に対する的中数によってその勝敗が決め

られるものである。また、競技種目は近的競技、遠的競技とあり、国体では同一人によっ

て同一チームによって両種目を行い、この大会においては、各種目とも1位6点、2位4点、

3位3点、4位2点、5位1点、とし、両種目の得点合計により総合順位が決定される。

　なお、総合得点が同点の場合は、近的、遠的いずれか上位点のあるものを上位とし、

更に順位が決定しない場合には近的による射詰競射法によってこの順位を決定する。

　射距離28m、的は直径36ｃｍ、1チーム3名で各自4本の矢を持ち、それぞれ与えられ

た的（持的）に対して1番、2番、3番の順に1本ずつ射放し、制限時間内に合計12本

で競技し、1、2、3回戦の合計36本の総的中数によって順位を決定する。同中数の場

合は射詰競射法により順位を決める。

　これは種別（少年、成年、男、女）による区別はなく、同一条件で行う。

　射距離は、男子、女子とも60mで的は直径100ｃｍであり、得点的を使用して近的競技

と同様の順序で行い、 1、 2、 3回戦の合計36本の総得点数によって順位を決定する。

ただし、的は1チームについて１つである。

　なお、得点は黄色10点、赤色9点、青色7点、黒色5点、白色3点である。

　以上、弓道競技の概略を説明したが、弓道は本来、静寂な雰囲気のもと、自己をみ

つめる修行であったものが競技としての形を取ったものであり、選手が十分に自己の技を

発揮するためには周囲もまたそれを助けるべく、静かに観戦することが望まれる。この競

技の場合、射場内においては監督による選手への指示、注意は許されず、また射場外と

いえども一般的に声援は許されても個々の選手に対して発声によるコーチは許されない。

しかし、1人の選手が4本の持ち矢、全て的中させた場合などは、惜しみない拍手を送っ

てその技を称賛してほしいものである。

　上述したごとく、弓道は厳しい自己統制を要求されるものであり、観戦者対選手の真

摯な射行態度にも十分意を用い、選手の心として一緒に射行する態度での観戦がほしいも

のである。
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過 去 の 成 績
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競技会場案内図
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宿 舎 一 覧 表
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開　催　の　趣　旨

国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域

の人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、

健康増進と体力向上を目指し、併せて５県の親睦と交流を

深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与

することを目的とする。

日本体育協会スポーツ憲章

スポーツ精神とは、自らスポーツを行うことに意義と価値を

認め、常に品位と名誉を重んじ、スポーツの競技規則、スポーツ

マンシップやフェアプレーなどのスポーツ規範に基づき、生涯を

通じて自己の能力・適性等に応じて、主体的かつ継続的に

スポーツの楽しさや喜びを味わうことである。

（公益財団法人日本体育協会スポーツ憲章より抜粋）




